
釜山広域市
 

気候変化への対応推進政策



２．気候変化の影響

３．温室効果ガス排出量

４．釜山市の温室効果ガス削減への

取り組み

１．釜山広域市の環境政策



○ビジョン：文化と哲学を盛込んだ持続可能な緑の環境都市造成

○政策目標

▹

 
人間と自然が共存する健康な生態型緑の環境造成

▹

 
環境質の先進化及び安定した水質管理

▹

 
資源循環型の快適な都市環境造成

▹

 
環境にやさしい下水管理及び基盤施設の拡充

▹

 
緑あふれる都市空間の創出

▹

 
人と森が調和した「Green Busan」実現
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１．釜山市の環境政策



過去

 
10,000年間の温室効果ガスの変化量

-基準として、過去10,000年間の二酸化炭素、メタン、

 二酸化窒素の濃度が持続的に上昇

-産業革命以降、温室効果ガスが急激に増加

温室効果ガス増加

 
気象異変現象増加

２．気候変化の影響



•

 
地球温暖化による韓国の気候変化

-

 
1920年代以降、冬が1ヶ月程度短縮、

熱帯夜は1週間増加

-

 
集中豪雨は一年に36.7日

⇒

 
50年前より13日増加

-

 
最近5年間超大型台風集中

⇒

 
台風200215号（RUSA)、200314号

（MAEMI)など4兆ウォン以上の被害

-

 
1973年以降、釜山沿岸の海水面上昇

⇒

 
釜山沿岸7.8ｃｍ上昇

資料出所：緑の消費実践方向、韓国環境産業技術院

２．気候変化の影響

環境汚染関連災害増加（韓国）



２．気候変化の影響

＜農作物栽培地の北上＞

＜亜熱帯気候化＞
 
-資料：気象庁

2000-2009年

1905-1914年



３．温室効果ガス排出量

韓国

資料：エネルギー経済研究院、国家エネルギー統計総合情報システム



３．温室効果ガス排出量

韓国

区分区分 20052005年年 比重比重(%)(%)

総排出量総排出量 591.1591.1 100100

エネルギーエネルギー

 
小計小計 498.6498.6 84.484.4

産業 238.5 40.4

非エネルギー

 
小計 92.5 15.6

産業工程 64.8 11.0

輸送 99.3 16.8

家庭・商業 138.4 23.4

公共・その他 16.3 2.8

脱漏排出 5.9 1.0

農・畜産 14.7 2.5

廃棄物 13.0 2.2

43%

単位：百万tCO2



３．温室効果ガスの排出量

国別温室効果ガス排出量(2008年基準）

資料：エネルギー経済研究院、国家エネルギー統計総合情報システム



全世界排出量（約304億t）対比

 
-

 
中国25%, 米国18%, 韓国2%

３．温室効果ガスの排出量

温室効果ガス排出量の国別順位（2009年基準）

順位 国 排出量 増減率

1 中国 7,710 13.3

2 米国 5,424 -7.0

3 インド 1,602 8.7

4 ロシア 1,572 -7.4

5 日本 1,097 -9.7

6 ドイツ 765 -7.0

7 カナダ 540 -9.6

8 韓国 528 1.2

9 イラン 527 3.2

10 英国 519 -7.8

2009年二酸化炭素排出量上位10ヵ国

(単位：百万tCO2, %)

米国

韓国

日本

英国

中国

世界平均

インド

17.717.7

10.910.9

8.68.6

1.4

4.5

5.8

8.4

2009年主要国一人当二酸化炭素排出量
(単位：tCO2)



区分 計 輸送部門 公共部門 家庭部門 共通部門

2020年排出量予測 2,367.0 1,070.8 193.8 157.1 945.3

2020年削減目標量 710.1 360.3 55.2 75.2 219.4

部門別比率

 

(%) 100 51 8 10 31

2020年

BAU対比30%

 
削減

710.1万トン

 
CO2

削減目標削減目標

部門別比重（産業部門含め全体排出部門）

 
(単位：万トンCO2

 

) 

３．温室効果ガス排出量

釜山市の温室効果ガス排出量

釜山市の温室効果ガス排出量

(2007年現在)
1,9834万トン



輸送部門（18事業） 商業・高級部門(18事業）

CNG 及び低公害車両普及拡大：1,200台

 知能型交通体系(ITS)事業：66箇所など

グリンーンカー普及拡大：導入率18％推進

グリーンホーム普及拡大：1,000世帯

グリーンリーダー：1万名育成

新再生エネルギ供給義務化制度導入

：導入率8%

家庭部門(6事業) 産業・共通部門（30事業）

生態産業団地造成：3つの産業団地

緑の森つくり：総面積30,000ha

小規模の海牧場の造成：総面積

 

75ha

グリーンスタートネットワーク構成：参加率40%

炭素ポイント制の運営：300,000世帯

生活廃棄物燃料化事業：195,000MW/年

焼却場予熱活用：142,500

 

Gcal/年

LED交通信号灯普及拡大：合計

 

9,992個

牧島洋上風力発電団地建設：8箇所

重点推進：5部門72事業

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み



(単位：億ウォン)

＜合計
 

3兆
 

3,638億ウォン(予想)＞
国費：1兆

 
613億ウォン(31.6%)、市費：9,

 
222億ウォン(27.4%)、民間投資：1兆3,803億ウォン(41.0%)

部門 合計

財源形態 段階

国費 市費 民間投資
短期

(2010～2013)

中期
(2014～2015)

長期
(2016～2020)

家庭 4,886 494 102 4,290 2,056 410 2,420

産業 105 66 29 10 69 16 20

商業･公共 11,867 1,543 892 9,433 4,971 123 6,773

輸送 3,207 1,062 2,110 35 3,082 54 71

共通 13,574 7,449 6,091 35 9,818 1,267 2,490

合計 33,638 10,613 9,222 13,803 19,994 1,870 11,774

釜山市の温室効果ガス削減の所要予算（2020年まで）

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み



炭素ポイント制度

•

 
家庭･商業などの電気・水道・都市ガスの使用節減で発生した温室効果ガス削減量

によりポイントを付与し、これに相応するインセンティブを提供するプログラム

電気、水道の節約

ポイント

炭素キャッシュバッグ等インセンティブ提供

炭素ポイント制度

環境部（総括）
環境管理公団（運営支援）
自治体（プログラム運営）

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み
(市民参加）



実施項目実施項目

項目：電気、水道、都市ガス

排出係数

電気：424gCO

 

2

 

/kwh

水道：332gCO

 

2

 

/m3

都市ガス：2,240gCO

 

2

 

/m3

参加始点から過去2年間

同月使用量と比較

項目：電気、水道、都市ガス

排出係数

電気：424gCO2

 

/kwh

水道：332gCO2

 

/m3

都市ガス：2,240gCO2

 

/m3

参加始点から過去2年間

同月使用量と比較

ポイント付与ポイント付与

削減率別ポイント支給（半期別）

電気

5%～10%未満：5,000ポイント

10%以上：10,000ポイント

水道

5%～10%未満：1,250ポイント

10%以上：2,500ポイント

都市ガス

5%～10%未満：2,500ポイント

10%以上：5,000ポイント

削減率別ポイント支給（半期別）

電気

5%～10%未満：5,000ポイント

10%以上：10,000ポイント

水道

5%～10%未満：1,250ポイント

10%以上：2,500ポイント

都市ガス

5%～10%未満：2,500ポイント

10%以上：5,000ポイント

インセンティブ支給インセンティブ支給

支給時期

上半期分：当該年度12月

下半期分：来年度

 

6月

支給方法

グーリンカード加入者

－

 

インセンティブポイント

グーリンカード未加入

－

 

現金（口座振込み）

支給規模：1ポイント当2ウォン

支給金額：最大7万ウォン

支給時期

上半期分：当該年度12月

下半期分：来年度

 

6月

支給方法

グーリンカード加入者

－

 

インセンティブポイント

グーリンカード未加入

－

 

現金（口座振込み）

支給規模：1ポイント当2ウォン

支給金額：最大7万ウォン

炭素ポイント制度のインセンティブ内訳

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み
（市民参加）



［グリーンカード運営モデル］

施行時期：

 

‘11.

 

7.

 

1施行

運営機関：環境部、韓国環境産業技術院、グーリンカード運営社

参加機関：流通会社、製造会社、自治体文化・公演施設など

緑の製品

 
購入

レストラン

商品券

航空マイレージ

転換

環境福祉寄付

炭素ポイント制度のシステム炭素ポイント制度のシステム

グリーンカードグリーンカード

販売商品/サービス購入時

 
グリーンポイント積立

 

販売商品/サービス購入時

 
グリーンポイント積立

水道ガス電気 エネルギー節減

 
ポイント積立

製造会社

流通会社

（提携加盟店）

金融会社 大衆交通利用等カード決済額納付時

グリーンポイント積立

大衆交通利用等カード決済額納付時

グリーンポイント積立

緑の製品購入時

グリーンポイント積立

緑の製品購入時

グリーンポイント積立

映画館切符

ホテル利用券

自治体

緑の生活サービス

 
（提携加盟店）

マグカップ使用、生態観光時

グリーンポイント積立

消費
者の環

境に

やさ
しい
消費
ㆍ生
活

実践
によ
る様
々な
経

済的
、感
性的
のお
得

を付
与!!
!

グリーンカード制度

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み
（市民参加）
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炭素関係の保険分野を育成を通じて炭素市場の活性化の基盤造成

 とともに個人、企業の炭素削減を誘導し、緑の生活への定着を拡散

概要及び運営体系

車両の走行距離短縮に比例し車の所有者に個人別炭素排出権（グーリンカークレ

ディット）を付与し、排出権の販売受益で保険料を一部還付する制度

車両の走行距離短縮に比例し車の所有者に個人別炭素排出権（グーリンカークレ

ディット）を付与し、排出権の販売受益で保険料を一部還付する制度

OBD

 

(On-Board Diagnostics)：客観的なCO2

 

排出量計測及び運営管理のため、車両に
付けて検証する公認運行情報確認端末機

緑の自動車保険の示範事業の概要

OBD付着

車両走行距離

減少確認

個人別排出権付与

走行距離減少を

個人別排出権として認定

排出権売買

排出権の取引社が

 
排出権売買代行

保険料の一部還付

排出権の売買代金と

 
して保険料還付

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み
（市民参加）

緑の金融



示範事業に参加した１万台の車両が
車１台当１年間2,000ｋｍを削減する場合

 削減するCO2

 

‒

 

4,200

 

ton/年

-

 

(樹齢20年の松の木168万本を植える場合の削減量）

 石油類の消費減少によるエネルギー節約効果

-

 

55.4億(326万リットル)

 交通混雑費用減少による経済効果

‒

 

33.2億

緑の生活文化の定着

地球温暖化に対応

炭素市場の活性化等

 緑の金融の育成

環境保護奨励金支給環境保護奨励金支給

削減した絶対走行距離 環境保護奨励金

3,000km以上 70,000ウォン

2,000～3,000km 50,000ウォン

1,000～2,000km 30,000ウォン

500～1000km 10,000ウォン

※最小500km以上削減する場合、支援可能

走行距離の算出方法

❖削減した絶対走行距離

 

=

年平均基準走行距離

 

‒

 

加入期間中走行距離

❖年平均基準走行距離：

車の総走行距離÷車両出庫後箇月×12月

❖

 

加入機関中走行距離：

無償貸与の装着OBD基準(加入期間中)

OBD

 

(On-Board Diagnostics) :
客観的なCO２

 

排出量の計測及び運営管理のため、車に

 
付けて検証する公認運行情報確認端末機

期待効果

緑の自動車保険の示範事業効果

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み
（市民参加）



＜屋上緑化＞
-

 
造成面積：1,462.82㎡
-

 
造成位置：釜山広域市役所の屋上

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み



ハヤリア部隊跡地の現在の様子 ハヤリア部隊跡地の未来鳥瞰図
(総面積

 
52万8000m²)

効果：都心のヒットアイランド現象減少

＜都市の森の市民公園造成＞

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み



緑化前
 

緑化後

＜中央分離帯緑化＞
造成長さ：3.44km

造成位置：荒嶺路など8路線

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み



＜高架道路下部の緑化＞

造成長さ
 

: 2.35km

造成位置：東西高架道路など4路線

４．釜山市の温室効果ガス削減への取り組み
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